
 

令和４年度探究的な学習の在り方に関する研究推進地域事業の取組 

 

 

 

 

 

三校の研究担当と校長先生が集まって，今年度１回目の研修を行

いました。今年度指導してくださるのは，昨年度の飯干指導主事に

かわって，広島県教育委員会義務教育課の小坂弘尚指導主事です。 

 今年度の取組で，意識して進めていくことは３点， 

 

 

 

 

 

今回は，その中の一つである,導入の工夫について,交流しました。導入のときに動画を撮っていただい 

ており，動画を観ながら各学校，各学年の導入の工夫や，どの学年がどんなことをしようとしているのかも

把握することもでき，有意義な時間となりました。 

今年度のキーワードは「本物の探究」です。 

  本物の探究にするために，立ち止まりポイントをはじめとし

て,どのような手立てが効果的なのかを 3 校で交流しながら

しっかり取り組んでいこうという共通認識をもつことができ

ました。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度も,三校の全職員が一同に介する「小中学校連携教育推進委員会 総会」で時間を設けていただき，事

業説明をさせていただきました。他校から異動してこられた先生方にも本事業のことが分かってもらえるよう

に,また,今年度新たに求められていることも全職員に伝えることができました。三校の職員が共通認識をもち，

同じ方向に向いて進むことができるよいスタートになりました。 

 

① 教材研究を充実させること 

② 単元構成を工夫すること（導入の工夫＆立ち止まりポイント） 

③ 評価の工夫をすること 

５月 13 日 
 

第 1 回探究的な学習の在り方に関する研究推進協議会(町) 

 

２年次 

５月 16 日 
 

第 1 回三和中学校区小中学校連携教育推進委員会 総会 

 


